
工学研究科 工学専攻 応用化学領域 

博士前期課程 

教育研究上の目的 

応用化学領域の博士前期課程は、我々の日常生活をより豊かにする新規機能性材料を創製するた

めの、または地球環境の保全に寄与しエネルギー問題を解決するための高度な専門知識と研究開発

能力を有する主体性に富んだ技術者・研究者の育成を目的とする。 

教育目標 

工学研究科工学専攻応用化学領域博士前期課程では、将来の化学産業を支える主体性に富んだ

技術者・研究者の育成を、教育の最終の目標としています。新規機能性材料の創製や、環境・エネル

ギーに関する技術革新など、社会に貢献できる高度な専門知識を持ち、実験結果を論理的に考察す

る能力、研究計画を立案できる能力、研究領域の背景から最新の報告まで理解する能力、そして学会

で発表し、討論できる能力が身についた人材の育成を教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士前期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、かつ提出した修士論文が領域

内規に則って審査され、合格と判定された者は、下記の能力を身につけていると判断され、修士（工

学）の学位が授与されます。 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力

(1)新規機能性材料の創製、又は環境・エネルギーに関する技術革新など、社会に貢献できる高度な

専門知識を持ち、それを活用する能力を身につけている。

2.国際的感性とコミュニケーション能力

(1)研究の成果を日本語や英語で発表し、論文としてまとめる能力を身につけている。

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能

(1)各自が専門とする分野において産業的及び学術的観点から重要とされる課題を解決できる研究推

進能力を身につけている。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

本領域博士前期課程では、我々の日常生活をより豊かにする新規機能性材料の創製をするための、

又は地球環境の保全に寄与しエネルギー問題を解決するための高度な専門知識と研究開発能力を有

する主体性に富んだ技術者・研究者を育成します。この目標を達成するため、本領域では以下に示す

方針でカリキュラムを設定しています。 

1.教育課程の編成・実施

(1)化学の３つの基礎分野(物理化学、無機分析化学、有機化学)のうち、2 つを必修として履修すること

で基礎力を充実させます。

(2)先端的な専門分野科目を履修することで、高度な専門知識を活用する能力を涵養します。

(3)輪講を履修することで、社会における最新の研究動向を精査し、それらを自らの研究に生かせる能

力を高めます。

(4)特別実験を履修することで、明確な研究目標を設定し、それを実現するための研究計画を立案し、

実際に実験を行うことで目標を実現する能力を高めます。

(5)インターンシップに関する科目を履修することで、実社会における研究開発の実践を経験できます。

2.教育の方法と評価



(1)指導教員からの研究指導の下に、産業的及び学術的観点から重要とされる課題に取り組むことで、

研究推進能力を涵養します。

(2)TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育能力を高める経験を積む機会を用意しています。

(3)中間審査において、研究の進捗を評価します。

(4)国内外の学会発表において研究成果を発表することで、学外の社会と関わりながら研究をまとめる

能力を涵養します。

(5)修士論文と、その内容に関する口頭発表を審査することで、修士として必要な能力を身につけてい

るか評価します。

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）

1.大学院教育によって培う能力

本領域博士前期課程では、以下の能力を備えた人材を育成します。

(1)新規機能性材料の創製、又は環境・エネルギーに関する技術革新など、社会に貢献できる高度な

専門知識を持ち、それを活用する能力。

(2)研究の成果を日本語や英語で発表し、論文としてまとめる能力。

(3)各自が専門とする分野において産業的及び学術的観点から重要とされる課題を解決できる研究推

進能力。

2.本領域の求める入学者

(1)基礎化学及び英語の基礎学力、さらに物理化学、有機化学、無機化学、分析化学、工業物理化学、

高分子化学の中からいずれか 2 つの専門分野における基礎学力を有する人

(2)化学の本質と最先端技術をより深く学び研究したいという意欲に溢れている人

(3)将来さまざまな分野で研究者・専門技術者として活躍したいと希望している人

3.大学までの能力に対する評価（選抜方法）

(1)基礎化学、語学、専門科目の基礎学力に関する筆記試験と、研究意欲に関する口述試験を行いま

す。これらの総合評価により選抜します。

(2)学部での学修成績が一定の条件を満たした場合は筆記試験を免除します。



工学研究科 工学専攻 応用化学領域 

博士後期課程 

教育研究上の目的 

応用化学領域の博士後期課程は、博士前期課程に掲げた能力に加え、新たな分野を開拓できる創

造能力を有する研究者の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、工学研究科工学専攻応用化学領域

博士後期課程では、将来の化学産業を支える主体性に富んだ研究者、または大学・研究所において

新しい研究分野を開拓できる独創的な研究者の育成を、教育の最終の目標としています。新規機能性

材料の創製、環境・エネルギーに関する技術革新など、社会から求められる技術革新に貢献できる極

めて高度で最新の専門知識を持ち、さらに研究について討論できる能力、研究課題を提案できる能力、

専門誌へ投稿する論文の作成能力、そして研究指導能力を身につけた人材の育成を教育目標として

定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士後期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、かつ提出した博士論文が領域

内規に則って審査され、合格と判定された者は、下記の能力を身につけていると判断され、博士（工

学）の学位が授与されます。 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力

(1)新規機能性材料の創製、又は環境・エネルギーに関する技術革新など、社会に貢献できる高度な

専門知識を深く理解し、それに基づいて新たな研究分野を提案する能力を身につけている。

2.国際的感性とコミュニケーション能力

(1)研究の成果を日本語や英語で発表し、他の研究者と討議を通して、最終的に英語で学術論文をま

とめる能力を身につけている。

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能

(1)各自が専門とする分野において産業的及び学術的観点から重要とされる課題を見出し、これを解決

できる研究能力を身につけている。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

本領域博士後期課程は、新規機能性材料の創製、又は環境・エネルギーに関する技術革新に貢献

できる高度な専門知識を深く理解し、産業的及び学術的に重要な新たな研究分野を開拓できる研究

者を育成します。この目標を達成するため、本領域では以下に示す方針でカリキュラムを設定していま

す。 

1.教育課程の編成・実施

(1)先端的な専門分野における高度な学術的知識を扱う授業科目を履修することで、極めて高度な専

門性を高めます。

(2)授業科目に対応した演習科目を履修することで、新たな研究分野を提案するための研究計画を立

案し、それを実現する能力を涵養します。

2.教育の方法と評価

(1)指導教員の助言の下に、産業的及び学術的に重要な研究課題を自ら設定し、研究を推進する能力

を涵養します。



(2)TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用意

しています。

(3)予備審査において研究の進捗を評価します。

(4)国内外の学会発表によって、学外の社会と関わりながら、他の研究者と討議する能力を涵養します。

(5)英語で学術論文を作成することで、研究の成果を日本語だけでなく英語でまとめる能力を涵養しま

す。

(6)博士論文と、その内容に関する口頭発表を審査することで、博士として必要な能力を身につけてい

るか評価します。

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）

1.大学院教育によって培う能力

本領域博士後期課程では、以下の能力を備えた人材を育成します。

(1)新規機能性材料の創製、又は環境・エネルギーに関する技術革新など、社会に貢献できる高度な

専門知識を深く理解し、それに基づいて新たな研究分野を提案する能力

(2)研究の成果を日本語や英語で発表し、他の研究者と討議を通して、最終的に英語で学術論文をま

とめる能力

(3)各自が専門とする分野において産業的及び学術的観点から重要とされる課題を見出し、これを解決

できる研究能力

2.本領域の求める入学者

(1)分子物性工学、エネルギー変換化学、高分子機能材料、生体分子工学、無機材料・分析化学、資

源物質化学のいずれかの分野において極めて高度な学力、及び英語の活用能力を修得したいと

希望していて、その資質を有する人

(2)既存の分野での研究者・専門技術者としての知識と技術を修得するにとどまらず、新たな分野を開

拓する能力を修得したいと希望している人

3.博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法）

(1)語学に関する筆記試験と、研究能力に関する口述試験を行います。これらの総合評価により選抜し

ます。
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